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【手続補正書】
【提出日】平成25年9月25日(2013.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝搬路推定を行う伝搬路推定部を備え、
　前記伝搬路推定部は、
　伝搬路適合度を向上させる順番にパスを検出する処理を繰り返すパス検出部を備え、
　前記伝搬路適合度として、
　伝搬路推定値と受信信号の適合の度合いと、前記パスの数に基づいたペナルティの和を
用いること、
を特徴とする受信装置。
【請求項２】
　前記パス検出部は、前記伝搬路適合度を向上できるパスが無くなるまで、パスを検出す
る処理を繰り返すことを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
　前記パス検出部は、１パスずつ検出を行うこと、
を特徴とする請求項２に記載の受信装置。
【請求項４】
　前記パス検出部は、前記伝搬路適合度を向上できないパスを候補から削除する処理をさ
らに備えること、
を特徴とする請求項１から３までのいずれか１項に記載の受信装置。
【請求項５】
　前記パス検出部は、前記ペナルティを、前記パイロットシンボルの配置周波数に基づい
て算出すること、
を特徴とする請求項１から４までのいずれか１項に記載の受信装置。
【請求項６】
　前記パス検出部は、前記ペナルティを、前記パイロットシンボルの時間波形に基づいて
算出すること、
を特徴とする請求項１から４までのいずれか１項に記載の受信装置。
【請求項７】
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　伝搬路推定を行う伝搬路推定ステップを備え、
　前記伝搬路推定ステップは、
　伝搬路適合度を向上させる順番にパスを検出する処理を繰り返すパス検出過程を備え、
　前記伝搬路適合度として、
　伝搬路推定値と受信信号の適合の度合いと、前記パスの数に基づいたペナルティの和を
用いること、
を特徴とする受信方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の受信方法をコンピュータに実行させるための受信プログラム。
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